
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                 

 

 

 

 

 

  

                                    

    

 

ＱＱ
のの
会会  

第 1３号 

 

広報部 

香香
川川
県県
糖糖
尿尿
病病
療療
養養
指指
導導
士士  

 

 

 
 
 
 
 
 

看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

第
１
１
回
「
Ｑ
の
会
」 

総
会
・
研
修
会
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
月
２
７
日
香
川
大
学
に
お
い

て
、
第
１
１
回
「
Ｑ
の
会
」
研
修
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
会
は
、
「
高
齢
者
の

生
き
る
世
界
へ
の
接
近
」
❘
高
齢
者

を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
❘

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
師
に
、
宮
城
大
学
看
護
学
部
看

護
学
科 

老
年
看
護
学
教
授
、
小
野

幸
子
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

小
野
先
生
は
、
以
前
に
香
川
大
学

の
準
教
授
を
さ
れ
て
お
り
、
今
回
ま

た
教
壇
に
立
て
る
と
い
う
事
を
、
大

変
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
話
さ
れ
、

講
義
に
も
そ
れ
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
し
た
。 

先
生
の
話
さ
れ
る
「
高
齢
者
に
対

す
る
考
え
方
」
や
「
高
齢
者
の
生
き

る
世
界
」
は
、
改
め
て
高
齢
者
に
つ

い
て
学
ぶ
事
が
で
き
、
日
々
の
看
護

を
反
省
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

午
後
は
、
「
高
齢
者
の
看
護
の
実

際
に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
り
た
い
」

と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、
高
齢
者
ケ

ア
に
関
す
る
研
究
例
や
、
先
生
が
実

際
に
高
齢
者
と
接
し
た
体
験
談
な

ど
も
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

高
齢
者
の
看
護
に
つ
い
て
行
き

詰
ま
っ
て
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、

一
筋
の
光
が
見
え
た
研
修
会
で
し

た
。 

  

研
修
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

  

高
齢
者
を
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ
う
な

ケ
ア
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
と 

い
う
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
小
野
先
生
の
「
自
己
中
心

的
で
わ
が
ま
ま
な
患
者
は
、
看
護
師

が
作
っ
て
い
る
」
「
姿
勢
が
変
わ
れ

ば
ケ
ア
も
変
わ
る
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
て
、
今
ま
で
の
考
え
方
や
し
て

き
た
こ
と
を
反
省
し
、
改
め
て
看
護

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
自
分
の
家
族
が
、
喜
ん

で
入
院
・
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
病
院
を
目
指
し
て
、
高
齢
者
看
護

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う

思
い
を
持
っ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。 

今
後
の
研
修
希
望
と
し
て
は
、

「
糖
尿
病
と
う
つ
」
「
カ
ー
ボ
カ
ウ

ン
ト
」「
病
院
間
の
連
携
」「
Ｃ
Ｓ
Ｉ

Ｉ
の
実
際
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
い
つ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

発
行
所 

香
川
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
看
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会 

 

 
 

 
 

 学
会
・
研
修
会
の
ご
案
内 

  

認
定
更
新
の
た
め
の
研
修
単
位
が
取
得
で
き
る
予
定
の
研
修

会
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

 

☆
第
６
回
糖
尿
病
看
護
研
修
会in

 

岡
山 

・
・
・
申
請
中   

 

日
時
…
２
０
１
０
年
９
月
１
１
日
（
土
）
１
３
時
か
ら 

 

場
所
…
ち
ゅ
う
ぎ
ん
駅
前
ビ
ル 

４
階
会
議
室 

 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
６
‐
２
２
６
‐
６
１
７
０ 

 

☆
第
１
５
回
日
本
糖
尿
教
育
・
看
護
学
術
集
会
・
・
・
第
１
群 

ま
た
は
第
２
群 

４
単
位 

日
時
：
２
０
１
０
年
１
０
月
１
０
日
（
日
）
～
１
１
日
（
月
） 

場
所
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
ｘ 

０
３
‐
３
５
０
８
‐
１
３
０
２ 

 ☆
日
本
糖
尿
病
学
会
中
国
四
国
地
方
会
第
４
８
回
総
会
・
・
・
第

２
群
４
単
位 

 
 

日
時
…
２
０
１
０
年
１
０
月
２
９
日
（
金
）
～
３
０
日
（
土
） 

 

場
所
…
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
愛
媛
） 

 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
９
‐
９
６
０
‐
５
６
２
７ 

 

☆
第
４
回 

中
四
国
糖
尿
病
研
修
セ
ミ
ナ
ー
・
・
・
第
１
群 

 
 

ま
た
は
第
２
群 

２
単
位 

 

日
時
…
２
０
１
１
年
１
２
月
５
日
（
日
） 

 

場
所
…
広
島
国
際
会
議
場 

ヒ
マ
ワ
リ 

 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
‐
４
６
３
‐
５
３
４
５ 

 
 ☆

第
４
５
回
糖
尿
病
学
の
進
歩
・
・
・
第
２
群
４
単
位 

 
 

日
時
…
２
０
１
１
年
２
月
１
８
日
（
金
）
～
１
９
日
（
土
） 

 

場
所
…
福
岡
国
際
会
議
場 

 

連
絡
先
…
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
２
‐
４
３
７
‐
４
１
８
２ 

 

第
１
８
回
歩
い
て
学
ぶ
糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催 

日
時
：
２
０
１
０
年
１
０
月
２
４
日
（
日
） 

 
 

 

９
時
３
０
分
～
１
５
時
３
０
分 

場
所
：
栗
林
公
園 

予
定
：
１
０
時 

体
験
談
発
表 

 
 

 
 

１
０
時
３
０
分 

講
演
会 

 
 

 
 

 

１
２
時
３
０
分 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
受
付 

  

◆
編
集
後
記
：
今
年
の
夏
は
と
て
も
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
近
況
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
会
員

の
皆
様
と
共
に
Ｑ
の
会
を
良
い
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

広
報
担
当 

串
田
久
美
・
木
村
裕
美 

  

 

《
会
員
の
声
》 

  

研
修
会
に
参
加
し
て 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
高
松
病
院 

 

多
田 

晃
子 

 

日
々
の
業
務
の
中
で
、
高
齢
患
者
と

接
す
る
こ
と
が
多
く
、
行
動
変
容
が
難

し
い
、
な
か
な
か
理
解
が
得
ら
れ
な
い

等
、
困
難
事
例
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
よ
う
な
日
々
の
解
決
の
一
つ

に
な
れ
ば
、
と
思
い
今
回
の
研
修
に
参

加
し
た
。 

小
野
先
生
の
講
演
を
聞
き
、
困
難
事

例
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
私
た

ち
看
護
者
で
あ
り
、
私
た
ち
看
護
者
の

見
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
症

例
を
通
し
て
、
一
人
一
人
に
し
っ
か
り

関
わ
る
こ
と
で
行
動
変
容
は
必
ず
起

き
る
こ
と
を
学
ん
だ
。 

小
野
先
生
の
高
齢
者
看
護
は
看
護

専
門
職
者
と
し
て
の
喜
び
や
や
り
が

い
を
見
出
し
、
さ
ら
に
看
護
の
醍
醐
味

で
あ
る
と
い
う
言
葉
が
実
感
で
き
る

よ
う
に
自
己
の
高
齢
者
看
護
を
見
つ

め
、
一
つ
一
つ
大
切
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
た
。 

   

平
成
２
２
年
度
Ｑ
の
会
プ
チ
研
修
会 

 

平
成
２
２
年
度
は
左
記
２
回
の
プ

チ
研
修
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

  

第
１
回
プ
チ
研
修
会 

 

日
時
：
１
２
月
２
５
日
（
土
） 

 
 

 
 

１
３
時
～
１
４
時
３
０
分 

場
所
：
と
み
お
か
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

テ
ー
マ 

 

「
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た 

 
 

 
 

 
 

薬
局
現
場
で
の
事
例
」 

 

「
糖
尿
病
の
薬
の 

 
 

 
 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
」 

講
師
：
そ
う
ご
う
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 

石
原 

亮
先
生 

  

第
２
回
プ
チ
研
修
会 

 

日
時
：
２
月
２
６
日
（
土
） 

 
 

 
 

１
３
時
～
１
４
時
３
０
分 

場
所
：
香
川
県
立
中
央
病
院 

 
 

 
 

 
 

南
館
１
０
階
会
議
室 

テ
ー
マ
：（
仮
） 

 

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」 

講
師
：
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師 

 
 

 
 

 
 

山
崎 

路
代
先
生 

８月２８日   

 

  

     
 

 
 

第
１
１
回
研
修
会
参
加
者
３
９
名

の
う
ち
３
４
名
よ
り
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
下
の
グ
ラ

フ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

構
成
に
つ
い
て
は
「
事
例
を
用
い

た
具
体
的
な
講
義
が
聞
け
て
よ
か
っ

た
」「
遠
く
か
ら
、
高
名
な
講
師
を
招

く
の
で
、
深
く
長
く
講
義
を
聞
き
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

内
容
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
と
め
る
と

高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
病
院
に
と

っ
て
高
齢
者
看
護
は
欠
か
せ
な
い
も 

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、 

平成２２年 

nenn年 

第
１
２
回
「
Ｑ
の
会
」
研
修
会
の 

ご
案
内 

  

日
時
：
１
０
月
２
３
日
（
土
）
１
４
時

か
ら
１
７
時
１
５
分 

 

場
所
：
香
川
大
学
医
学
部
看
護
学
科 

３
階
講
義
室 

 

メ
イ
ン
テ
ー
マ 

 
 

 

『
笑
い
が
糖
尿
病
に
及
ぼ
す
影
響
』 

 
 

講
師
：
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科

学
研
究
科
看
護
科
学
専
攻
教
授 

 

株
式
会
社
ら
ふ
え
る 

代
表
取
締
役 

林 

啓
子 

先
生 

 

  

 
 

 
 

 
 

 

構成について

①
57%

②
33%

③10% ④0%

①おおいに良い

②まあまあ良い

③あまり良くない

④よくない

 

研修会参加のきっかけ（複数可）

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

⑥講師が魅力的

⑤上司のすすめ

④単位取得のため

③専門性を高めるため

②看護実践の問題解決

①テーマに興味

 

研修会をどうやって知ったか

0 5 10 15 20 25

④無回答

③知人・上司のすすめ

②病院からの案内

①Ｑの会からの案内

人

 

 

研修会の内容

④0%③3%

②52%

①
45％

①おおいに満
足

②満足

③やや不満

④不満

 

 


